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遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評価の

 
 
遺伝子組換え植物については、食品としての安全性評価が行われ

り、既存の食品と比較して、これと安全性が同等であることを確認

全性評価済みの遺伝子組換え植物の掛け合わせについての評価の

理を行った。 
 
 なお、これまで、厚生労働省では、安全性審査済みの遺伝子組換

とを伝統的な育種の手法を用いて掛け合わせたものを「後代交配種

これに関しては、 
・ 新たに獲得した性質が変化していないこと、 
・ 亜種間での交配でないこと、 
・ 摂取量・食用部位・加工法等の変更がないこと、 
の３要件を確認したものは、安全性審査済みとみなしてきたが、こ

考え方について、以下のとおり整理した。 
 
《遺伝子組換え植物について》 
遺伝子組換え植物は、付与される形質によって、以下の３つに

れも、食品としての安全性評価が必要とされる。 
① 挿入された遺伝子によって、宿主の代謝系には影響なく、

剤耐性、ウイルス抵抗性などの形質が付与されるもの。 

② 挿入された遺伝子によって、宿主の代謝系が改変され、特

又は阻害して、特定の栄養成分を高めた形質や細胞壁の分解

質が付与されるもの。 

③ 挿入された遺伝子によって、宿主の代謝系における一部の

れ、宿主が有していない新たな代謝産物を合成する形質が付

 

《遺伝子組換え植物の掛け合わせについて》 

（１）上記の①，②，③と従来品種との掛け合わせ、若しくは上記

わせについて： 

ａ）亜種のレベル以上での交配によって得られた植物について

全性の確認を必要とする。 
ｂ）亜種のレベル以上での交配でないが、摂取量・食用部位・

ある場合には、当面の間、安全性の確認を必要とする。 
 
（２）①と②、①と③の掛け合わせについては、当面の間、安全性

る。 
 
（３）上記の②同士、③同士、および②と③の掛け合わせについて

を必要とする。 
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